
ギラヴァンツ北九



北九州市のこれまでの取り組み

世界をリードする
サステナブルシティ

公害を乗り越え
環境先進都市

社会面も重要視
SDGs先進都市

「サステナブル」の体現を
掲げた基本構想・計画
策定

1960年
公害対策

1980年
公害克服

「市民力」「産官学民連携」
「ものづくり技術」
➤環境と経済の両立

目指す姿



国内外をリードしてきた歴史

2002年 ヨハネスブルクサミット 「持続可能な開発表彰」
2011年 OECD 「グリーン成⾧モデル都市」 *アジア初
2016年 G7北九州エネルギー大臣会合

“グローバル成⾧を支えるエネルギー安全保障のための北九州イニシアティブ”
2018年 OECD 「SDGs推進のためのモデル都市」 *アジア初

1960年代～1980年代 公害克服

1980年代～ 環境国際貢献

1990年代 循環型社会への移行（エコタウン・1997年～）

1985年 OECD 「環境状況報告書」 “灰色の街から緑の街へ”
1990年 国連 「グローバル500」 *日本の自治体初
1992年 国連地球開発会議「国連地方自治体表彰」 *日本の自治体初



（1）サッカースクールや運動教室、

大学と連携した高齢者向けの介護予防

教室などを通じた健康増進

（2）小学校訪問など、子どもたちの

健全育成やスポーツ振興の推進

（3）農業体験や自然愛護活動を通じ

た地域コミュニティとの交流

（4）「廃棄物を資源に変えるプロ

ジェクト」などのリサイクル活動

サステナブルなまちづくりに貢献



北九州市とギラヴァンツ北九州は

サステナブルシティという共通の

未来像の実現に向けて

包括連携協定を締結

〔連携の５つの柱〕

１ まちのにぎわい

２ 健康づくり

３ こどもまんなか

４ 環境

５ Woman Will 

サステナブルな未来へ



「サステナトレセン」は、ギラヴァンツ北九州

が北九州市や企業、地域の子どもたちと一緒に

サステナビリティや地域課題への理解を深め

アイデア創出・実践に結びつけるプログラム

【北九州市参画のメリット】

・行政主導ではなく市民主体のサステナ社会づくり

・実践的・主体的な学び（PBL型学習）の提供

・イベント・教育プログラムを契機に新しい

ビジネス連携

・環境・教育・まちづくりなど複数分野の政策を

横断的に展開

・官民連携の好事例として他自治体への展開・発信

・若年層の地域への愛着、市民参加の促進に寄与

サステナトレセン
子供たち・企業との人材育成!



Jリーグ初のネイチャーポジティブ宣言!



北九州市がギラヴァンツ北九州と連携することは、

単なるスポーツ振興ではなく、

「地域経済・都市ブランド・社会教育・まちづくり」

を同時に前進させる投資

短期的には経済効果、

中⾧期的には「地域アイデンティティの再構築」という、

計り知れない価値を生み出す

北九州市にとってギラヴァンツ北九州とは



「黄色のプライド」 地域の誇りとアイデンティティ

ギラヴァンツ北九州は
北九州市を代表する地域の「顔」

クラブの存在は、
地域の誇りや

一体感を再び呼び起こす象徴的な役割
を果たしている

北九州市は来年、
「世界をリードするサステナブルシティ」
としてアップデート

サステナブルを文化にするために、北九州市
はギラヴァンツ北九州とともに歩んでいく
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ギラヴァンツ北九州サマーフェスティバル


